
学校規模適正化事業
（玉陵中学校区）

適正配置基準
適合学校数

1 1 1

(教育総務課）

 文化振興事業
文化協会所属
会員数

977 1,012 1,100

（文化課）
市民文化祭
観覧者数

1,600 1,800 1,600

 地域学校協働活動事業
教員が児童・生
徒と向き合えた
時間数

794 623 600

放課後子ども教
室賛同率

96 96 96

放課後子ども教
室参加児童数

32 15 20

 競技スポーツ大会補助事業
競技スポーツ大
会参加者数

1,166 1,185 1,200

（スポーツ振興課）

成　　　　果

令和元
年度目
標

平成29
年度実
績

外部評価委員会

芸術文化都市に向け、
文化関係団体や個人に
対し、市が必要な支援
を行うことで活動を充実
させ文化の振興を図る

79,621

・学童保育も待機児童がいるとのこと。共働きの家庭が多いの
で、放課後子ども教室も拡充できたらと思う。
・担任の負担過重が問題になっている現在、支援員の配置は
課題解決の一方策として有効な手立てだと思われる。地域住
民との交流を促進するうえでも推進して欲しい。
・安全管理員、支援員の確保を最重要課題と捉え、継続的に
事業を進めていただきたい。
・放課後児童クラブ（学童保育）と共同での運営方法は考えられ
ないのか。体験学習等も必要な事ですが、働く保護者が増々
多くなっている現在です。安心・安全な環境で支援が出来るこ
とはさらに必要になってきます。そこで就業される専門職の方達
の支援も必要になってきます。参加条件の改善も必要ではない
か。

（コミュニティ推進課）

                                                                       外部評価実施一覧

事務事業名
（所管課）

事業の意図 事業の概要

平成３０
年度決
算額（千

円）

現状のまま
継続

玉陵中学校区においては、新し
い学校づくり委員会を組織し、学
校再編に必要な諸事項を決定し
ながら6小学校を1小学校に再編
を行い、平成30年4月には「玉陵
小学校」として開校する。また、開
校後は、閉校した6小学校の学校
跡地を有効活用する。

・情操面から考えても、このまま事業を継続して欲しい。スポー
ツのように目立つものではないが、とても大切なことだと思う。
・おおむね活動に見合った助成補助額と思われる。
・文化面で何か目覚ましい成果があった場合の措置として、市
独自のものがあってもよいのではないかと思う。
・活動している市民には、当たり前という意識になっているところ
がないか。税の公正な使い方など考えて、感謝の気持ちで学ん
でいくと、どの様にして継続していくか、答えがででくるのではな
いかと思われる。

現状のまま
継続

成果指標
（単位）

平成30
年度実
績

今後の
方向性

全国大会等への出場選
手並びにスムーズかつ
盛会な競技大会の運営
のために補助金等を交
付し、競技スポーツの活
性化及び向上を図る。

全国大会出場者に対して1万円、
国際大会出場者に対して2万円
の激励金の交付を行う。また、各
競技大会実行委員会に対して大
会運営補助を行い、本市のス
ポーツ振興と競技力の向上を図
る。

・市文化協会の運営及び活動に
対し人的・財政的な支援を行うと
共に、岱明太鼓等にも補助金交
付による財政的な支援を行う。
・文化財保護を目的として基金の
利息分の積立を行う。
・市民文化祭の開催にあたり、市
が一部の経費を支出し共催により
実施する。

10,032
拡充して

継続

2,591

地域からの支援員によ
る学校への各種業務支
援を行うことで、教職員
が児童・生徒と向き合え
る時間を増やす。また、
小学校の空き教室を活
用した安全・安心な活動
拠点を確保し、地域の
大人が見守りを行うなか
で地域との交流や学び
あいの場を設け、子供た
ちの豊かな人間性を育
む。

・対象校（6校）が要望する学校現
場での様々な支援（読み聞かせ、
印刷、環境整備、丸付け、英語事
業、部活動見守り、特別支援等の
学校のサポート業務、地域交流
学習会等）を支援本部に登録した
学校支援員が支援する。
・小学校や地域に事業実施を呼
びかけ実施校区を決定し、地域
住民がコーディネーター、学習ア
ドバイザー、安全管理人を務め、
放課後に児童の活動拠点として
の支援活動を行う。

1,187

・跡地利用について、地域の活動が滞らないようにして欲しい。
・統合が完了し、今後は日常の指導活動の中で生じた課題を
逐一改善を図りながら、玉陵小・中学校の教育活動が定着して
いくことになると思う。
・適正配置基準適合学校数に合わせた学校再編を進めて欲し
い。
・将来についても統合は進んでいくと考えられる。玉名市の今
後を考えた上でも、玉陵中学校区が見本となってくると思う。

意　　　　見

小学校は35人以下の2
学級～3学級、中学校は
40人以下で3学級以上
の学校規模の適正化を
図り、子どもにとってより
良い教育環境を創出す
る。

・若手選手の育成・強化も含めて、競技スポーツの活性化、向
上を図り、今後新たな行事とともに継続して欲しい。
・これまでの大会をもっと拡充して欲しい。
・全国大会出場者もたくさんいるので、スポーツの振興をお願い
したい。
・競技場（グラウンド）の充実は考えられないが、現在の玉名市
では大きな大会が開催されにくいところがある。

拡充して
継続


